
全  員  協  議  会 
 

 

令和８年６月２５日 

午 前 １ １ 時 開 議 

３ ０ １ 会 議 室 

 

 

協 議 事 項 

１ 行政視察の報告について 

   （総務経済委員会） 

 

２ 追加案件について 

 

 ３ その他 



    

５
月
20
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
委
員
９
名
、

執
行
部
３
名
、
事
務
局
随
行
２
名
で
、
岩
手
県
北

上
市
、
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
、
福

島
県
郡
山
市
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

■
岩
手
県
北
上
市 

 

・
企
業
誘
致
に
つ
い
て 

北
上
市
で
は
、
明
治
23
年
の
東
北
本
線
開
通
、

大
正
13
年
の
横
黒
線
開
通
に
よ
り
交
通
利
便
性

が
向
上
し
た
一
方
で
、「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」
に
よ
り

若
者
の
都
市
部
流
出
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
状
況
へ
の
危
機
感
か
ら
、
昭
和
初

期
に
工
業
誘
致
構
想
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
29
年
に

は
企
業
誘
致
を
目
的
と
し
て
１
町
６
村
が
合
併

し
、
旧
北
上
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機

に
工
業
団
地
整
備
や
企
業
集
積
が
進
み
、
現
在
の

産
業
都
市
と
し
て
の
基
盤
が
築
か
れ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。 

 

ま
た
、
当
時
の
地
域
産
業
は
農
業
、
特
に
米
作

が
中
心
で
、
収
入
は
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、

地
域
内
の
雇
用
不
足
も
あ
り
、
若
者
の
流
出
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た

め
、
地
域
全
体
で
工
場
誘
致

に
取
り
組
み
、
雇
用
創
出
に

よ
る
地
域
振
興
を
進
め
て
き

た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。 

 

現
在
、
市
内
工
業
団
地
に

は
300

社
を
超
え
る
企
業
が

立
地
し
て
お
り
、
特
定
企
業

に
依
存
し
な
い
多
峰
型
の
産 

    

業
構
造
が
特
徴
で
す
。
加
工
組
立
型
産
業
や
装
置

産
業
な
ど
の
製
造
業
が
集
積
し
、
安
定
し
た
産
業

基
盤
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。 

 

ま
た
、
県
の
人
材
育
成
の
取
組
と
し
て
、
令
和

７
年
４
月
に
「
い
わ
て
半
導
体
関
連
人
材
育
成
施

設
」
が
開
所
さ
れ
ま
し
た
。
同
施
設
で
は
、
学
生

や
企
業
技
術
者
が
実
際
の
製
造
装
置
を
使
用
し

な
が
ら
学
べ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
、
情
報
発
信
や

次
世
代
人
材
育
成
機
能
も
備
え
て
い
ま
す
。 

 
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
企
業
誘
致
や
産
業

振
興
に
は
長
期
的
な
視
点
と
継
続
し
た
取
組
が

不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

■
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド 

・
施
設
の
概
要
に
つ
い
て 

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
福
島

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
に
基
づ
き
整

備
さ
れ
た
、
陸
・
海
・
空
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
実
証
拠
点
で
す
。
同
構
想
は
、
東
日
本

大
震
災
と
原
子
力
災
害
で
失
わ
れ
た
浜
通
り
地

域
等
の
産
業
回
復
を
目
的
に
、
新
た
な
産
業
基
盤

の
構
築
を
目
指
す
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、

拠
点
整
備
に
加
え
、
産
業
集
積
や
教
育
・
人
材
育

成
、
生
活
環
境
整
備
、
交
流
人
口
拡
大
な
ど
の
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。 

施
設
は
、
約
50
㏊
の
広
さ
を
有
し
、
イ
ン
フ
ラ

や
災
害
現
場
な
ど
実
際
の
使
用
環
境
を
再
現
し

た
４
エ
リ
ア
・
全
21
施
設
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
多
様
な
実
証

実
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、
施
設
利
用
件
数
も
増
加

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ま
た
、
研
究
者
向
け
研

究
室
の
貸
出
し
や
性
能
評

価
設
備
、
加
工
・
分
析
設
備

な
ど
が
整
備
さ
れ
、
研
究

開
発
に
適
し
た
環
境
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
小
・
中
学
生
向
け
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
や
出

前
講
座
な
ど
、
人
材
育
成

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

加
え
て
、
廃
校
を
活
用
し
た
「
南
会
津
町
寒
冷

地
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
」
で
は
、
冬
季
の
氷
点
下

の
環
境
に
お
け
る
実
証
試
験
や
山
間
部
で
の
飛

行
実
証
環
境
の
提
供
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。 

 

今
回
の
視
察
を
通
じ
て
、
産
学
官
が
連
携
し
な

が
ら
研
究
開
発
、
実
証
環
境
整
備
な
ど
を
一
体
的

に
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

■
福
島
県
郡
山
市 

・
６
次
産
業
化
・
農
商
工
等
連
携
推
進
計
画
に

つ
い
て  

郡
山
市
で
は
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な

付
加
価
値
の
創
出
と
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、

「
６
次
産
業
化
・
農
商
工
等
連
携
推
進
計
画
」
を

策
定
し
、
農
林
漁
業
者
と
中
小
企
業
者
が
連
携
し

た
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

６
次
産
業
化
と
は
、
農
林
漁
業
者
が
生
産
に
加

え
、
加
工
や
販
売
ま
で
を
一
体
的
に
行
い
、
農
産

物
の
高
付
加
価
値
化
や
所
得
向
上
を
図
る
取
組

で
す
。
ま
た
、
農
商
工
等
連
携
は
、
中
小
企
業
者

と
農
林
漁
業
者
が
連
携
し
、
新
商
品
開
発
や
販
路

拡
大
を
進
め
、
双
方
の
経
営
向
上
に
つ
な
げ
る
も

の
で
す
。
郡
山
市
で
は
、
両
者
を
融
合
さ
せ
な
が

ら
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。 さ

ら
に
、
農
業
用
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、
補

助
金
や
気
象
情
報
な
ど
を
農
業
者
へ
発
信
す
る

取
組
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
６
次
産

業
化
に
よ
る
商
品
開
発
で
は
、
学
生
や
企
業
と

連
携
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
商
品

の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。 

・
地
域
計
画
担
い
手
確
保
支
援
事
業
に
つ
い
て 

 

郡
山
市
で
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
県
の
事
業
と
し
て
、

地
域
計
画
の
実
現
に
向
け
、
一
定
の
基
準
を
満
た

す
農
業
者
に
対
し
、
経
営
規
模
拡
大
に
必
要
な
農

業
用
機
械
・
施
設
の
導
入
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

機
械
導
入
に
よ
り
作
業
効
率
の
向
上
や
省
力

化
が
進
み
、
経
営
面
積
の
拡
大
に
よ
る
収
量
・
収

益
向
上
な
ど
、
農
業
経
営
の
安
定
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

一
方
で
、
農
業
用
機
械
や
資
材
価
格
の
高
騰
に

よ
る
農
家
負
担
の
増
加
や
、
必
要
な
時
期
に
機

械
・
施
設
を
導
入
で
き
な
い

と
い
う
課
題
も
あ
る
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

今
回
の
視
察
を
通
じ
て
、

地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と

販
路
拡
大
の
重
要
性
を
実
感

し
、
加
賀
市
に
お
い
て
も
、
生

産
者
支
援
や
情
報
発
信
の
充

実
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
取

組
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

■
視
察
を
終
え
て 

今
回
の
視
察
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
委
員

会
の
取
組
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

総
務
経
済
委
員
会 

行
政
視
察
報
告 

►福島ロボットテストフィールド 

►北上市 

►郡山市 



 

 

 

 

 

令 和 8 年 

 

6 月加賀市議会定例会議案 

(追加分) 

 

 

 

 

 

 

 



令 和 8 年 6 月 加 賀 市 議 会 定 例 会 議 案（追加分） 
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諮 問 第 1 号 

　 

　　　人権擁護委員候補者の推薦について 

　 

　人権擁護委員　宮下　一夫　は、令和8年9月30日をもって任期が満了するため、

その後任候補者に次の者を推薦したいので、人権擁護委員法(昭和24年法律第139

号)第6条第3項の規定によって、議会の意見を求める。 

　 

　　令和8年6月25日提出 

　 

加賀市長　山　田　利　明　　　　　　 

　 

　 

　 

　　　　　住　所　　　加賀市山代温泉桔梗丘2丁目43番地 

　　　　　氏　名　　　宮　下　　一　夫 

　　　　　　　　　　　昭和30年2月18日生 
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1885
四角形

1885
四角形



諮 問 第 2 号 

　 

　　　人権擁護委員候補者の推薦について 

　 

　人権擁護委員　村井　加代子　は、令和8年9月30日をもって任期が満了するた

め、その後任候補者に次の者を推薦したいので、人権擁護委員法(昭和24年法律第

139号)第6条第3項の規定によって、議会の意見を求める。 

　 

　　令和8年6月25日提出 

　 

加賀市長　山　田　利　明　　　　　　 

　 

　 

　 

　　　　　住　所　　　加賀市山中温泉西桂木町ヌ125番地2 

　　　　　氏　名　　　村　井　　加　代　子 

　　　　　　　　　　　昭和34年6月20日生 
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諮 問 第 3 号 

　 

　　　人権擁護委員候補者の推薦について 

　 

　人権擁護委員　西野　武士　は、令和8年9月30日をもって任期が満了するため、

その後任候補者に次の者を推薦したいので、人権擁護委員法(昭和24年法律第139

号)第6条第3項の規定によって、議会の意見を求める。 

　 

　　令和8年6月25日提出 

　 

加賀市長　山　田　利　明　　　　　　 

　 

　 

　 

　　　　　住　所　　　加賀市白山台87番地の62 

　　　　　氏　名　　　西　野　　武　士 

　　　　　　　　　　　昭和34年12月26日生 
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諮 問 第 4 号 

　 

　　　人権擁護委員候補者の推薦について 

　 

　人権擁護委員　前田　裕美　は、令和8年9月30日をもって任期が満了するため、

その後任候補者に次の者を推薦したいので、人権擁護委員法(昭和24年法律第139

号)第6条第3項の規定によって、議会の意見を求める。 

　 

　　令和8年6月25日提出 

　 

加賀市長　山　田　利　明　　　　　　 

　 

　 

　 

　　　　　住　所　　　加賀市山中温泉栢野町ホ251番地1 

　　　　　氏　名　　　杉　元　　広　文 

　　　　　　　　　　　昭和34年7月12日生 
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「未来共創推進室」の新設等について 

  

　再生プロジェクト室の役割を発展的に継承し、加賀市の将来像を示す新たなビジョ

ンを策定するとともに、その実現に向けた施策を全庁横断かつ戦略的に推進するた

め、「再生プロジェクト室」を発展的に解消し、新たに「未来共創推進室」を設置し

ます。  

  

   

〇機構図抜粋 （令和８年７月１日～）                ※関係箇所のみ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

〇主な所掌事務  

　・（新）加賀市ビジョンに関すること（策定、普及啓発・周知、進捗管理等） 

　・タウンミーティング・デジタル目安箱などの広聴等に関すること 

　・ビジョン実現に向けた全庁横断的な総合調整に関すること

総務部

秘書課

行政統計課

人事課

財政課

管財課 　　　　　  工事検査室

企画課  【新規】　未来共創推進室　

 【廃止】　再生プロジェクト室

　　　　　  行政デジタル室
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